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第2580地区

ロータリーの
目的に共感し、

一緒に行動できる
仲間たちを

増やしましょう

HAPPY ROTARY
みんなのために

ガバナー公式訪問が始まって「退会防止」についてのエピソードをお聞きする機会が増えました。H ガバナー
補佐は入会してすぐにご家庭の事情でしばらく欠席していたそうです。当時は、欠席が4回続くと除名対象になった
そうですが、そのことも知らず、何となく休みが続いていたところ、推薦者の方から「どうしたんだ?」と連絡があった
そうです。「この連絡がなかったら退会していたな」とおっしゃいます。最初は事情があって欠席してもやがて
行かないことが当たり前になってしまう。クラブメンバーからは何も言われない、必要とされていない、居ても
いなくてもいいと思ってしまうものです。RI 理事四宮孝郎さん (大阪西南 RC)も、辞めようと思って退会届を
出してから出張に行き、数日後に出張先から戻ってきた大阪空港で 3 人の会員が待ち構えていて「辞めるな」と
引き留めてくれたのです。尊敬できる大先輩のロータリアンからそのようなストーリーを聞くと、誰しも揺れ動く
時期があり、それを超えた先に楽しいロータリー体験が待っていたりするものです。インカRI会長の「ロータリーが
続けられた理由」のように、自分のロータリーターニングポイントを周りの人に語ることは意外と効果的です。
そして同じように一人ひとりが心を配って声を掛ける土壌があれば居心地の良さが増すに違いないのです。
ロータリー・レボリューションと題された動画を見た方も多いでしょう。当地区の YouTube チャンネルに掲載
しています。この動画は1月の国際協議会で披露されました。ラップを歌うAI ポールハリスを見た時は会場の
全員が衝撃を受け、同期ガバナーエレクトたちは必死にスマホで録画しました。ロータリーの大切な理念が
すべてラップの言葉に言い尽くされていて、たくさんの文献を読むより3分で理解できます。若い人がこの動画
でロータリーを知り、入会してきたそうです。会員を増やすというのは誰でも良いわけではありません。私たち
ロータリーの目的に共感し、一緒に行動します、という仲間たちです。若い人に入会してほしいなら、ターゲットの
思考を理解して戦略的に誘うのが重要だと思っています。

『地区の4つの目標』

国際ロータリー第2580 地区
2026-27年度　ガバナー 谷一 　文子
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ロータリー・レボリューション
（プロモーション動画）
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ご厚意に対し、深く感謝申し上げます

地区サイト
谷一ガバナー
メッセージ

謹んで哀悼の意を表します

第2580地区クラブ数・会員数

2026年6月末日：3,047名（内女性369名・12.11%）
クラブ数：73クラブ
202５-26年度入会：330名
202５-26年度退会：290名
202５-26年度純増：40名

2026年6月30日時点 マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
1回　　稲垣　純一　　【那 覇 南】

新村敏明(にいむら としあき)会員 東京紀尾井町RC
逝去日　2026年6月13日　享年　86
入会日　1992年9月17日
一口坂興産株式会社　代表取締役
ポール・ハリス・フェロー（4）
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心を育み、多様性を学ぶ「嵐山学園・トラッソスへの協力」 （東京東 RC）
児童心理治療施設「嵐山学園」への無理のない継続支援や、若者世代（IAC/RAC）と連携
した「NPO 法人トラッソス」への活動協力を行っています。世代を超えて多様性に触れ、子ども
たちの自立を見守る現場は、いつも最高のエネルギーと笑顔に満ち溢れています。
さらに嵐山学園の卒業生がローターアクトクラブに入会し、会長も務めました。

 夢を現実に！ゴスペルが繋ぐ福祉の輪（東京江東RC）
「みんなの前で歌いたい」という障がい児通所支援施設の子どもたちの夢から始まったゴスペルイベント。
「みんなで見れば、夢は現実になる！」を体現し、子どもたちの未来を応援しています。この温かい社会福祉の輪を、
さらに大きく広げていきます。 

 伝統と音楽で笑顔を広げる「菊祭りコンサート」（東京城東RC） 
毎年11月、亀戸天神社で新日本フィルの弦楽四重奏などを響かせ、境内をHappyな空気で包みます。
「子どもがおしゃべりしても大丈夫」な温かい雰囲気の中、無料で一流の音楽を提供。花や野菜の種も配る、地域に
元気を届ける風物詩です。 

スポーツで育む未来！可動式ラグビーポール寄贈（東京向島RC） 
墨田区へ可動式ラグビーポールを寄贈！他にも消防少年団への協賛やわんぱく相撲、ポリオ募金など、地域の未来を
担う子どもたちの元気と健康を全力で支え、地域社会へ大きく貢献しています。 

忘れない、寄り添う心。南三陸への継続支援（東京ベイRC） 

 私たち墨田江東グループは関わるすべての人を笑顔にする「元気で Happyな奉仕活動」を展開して
います。地域、子どもたち、そして被災地へと笑顔の輪を広げる5つの自慢の取り組みをご紹介します。 

2013 年のエアーランド寄贈から始まった東日本大震災支援。現在も毎年、保育園等へ花火や運動用具を届け続けて
います。2023年に寄付した桜の苗木は、昨年2025年に見事な花を咲かせました。「私たちはあなた方を忘れない」
という熱い想いを胸に、  ハッピーな絆を紡いでいます。 
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 奉仕の力で、未来をもっとハッピーに！   私たちの奉仕は「喜びの共有」です。
これからも手を取り合い、世界と地域に元気の種をまき続けてまいります！ 

竹川 勝治 ガバナー補佐

墨田江東グループ

ベネファクター
　　加藤　正美　　【東京新宿】

東京向島RC墨田区に可動式ラクビーポール寄贈2026-27年度 :3グループ合同会長幹事会 東京東 RC嵐山学園にユニホーム寄贈


